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これからの変化の大きい社会を、しなやかに生き抜くことのできる子供たちを育成す
るにあたって、食育は大変重要な役割を担っています。

このたび、文部科学省から学習指導要領の改訂を踏まえた食に関する指導の手引き
第２次改訂版が示されました。そこには栄養教諭の使命や求められる姿が具体的に記
述されています。また、食に関する指導の全体計画も学校教育活動全体及び給食や地
域社会との連携を視野に明確に示されています。

私たちには新たな時代に対応できる「生きた」全体計画を作成することが求められています。その上で、各
学校で中核となって実行力のある食育推進組織体制を築き、自らの資質を磨きながら魅力ある栄養教諭をめ
ざしていきたいと思います。

会　長　長島　美保子
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食に関する指導の手引 （第二次改訂版）

1　はじめに

我が国では、急速な経済発展に伴い、生活水準が
向上、食を取り巻く社会環境が大きく変化した中で、
国民の意識の変化とともに、世帯構造の変化や様々
な生活状況により、健全な食生活を実践することが
困難な場面も増えてきています。特に、子供に食生
活の乱れや健康に関し
て懸念される事項も見
られます。

そこで、文部科学省
では、平成29・30年に
改訂した学習指導要領
を踏まえ、平成31年3月
に「食に関する指 導の
手引」の改訂を約10年
ぶりに行いました。

2　食に関する資質・能力を踏まえた指導の
目標

学校教育活動全体を通して、学校における食育の
推進を図り、育成を目指す資質・能力として、食に関
する指導の目標（図1）を明示しました。この目標は、
中央教育審議会答申（平成28年12月21日）や今まで

「食に関する指導の手引」で示してきた六つの目標
を踏まえて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力
等」「学びに向かう力・人間性等」の三つの資質・能
力として整理したものです。各学校では、この三つ
の資質・能力に基づき、学校教育目標や児童生徒の
実態、家庭地域の実情を踏まえて学校の食に関する
指導の目標を設定することが重要です。特に、児童
生徒の実態については、各種の調査や教職員の見取
り聞き取り等、丁寧に把握することに留意します。

また、今まであった六つの目標は、「六つの食育

の視点」として再整理し、これらの視点を位置付け
ながら食に関する指 導を行うことを求めています。
また、それぞれの六つの視点を解説し、視点に関わ
る資質・能力の三つの柱を例示しています。食に関
する指導を行うときは、育成を目指す資質・能力を意
識することが大切です。

【食に関する指導の目標】

（知識・技能）
食事の重要性や栄養バランス、食文化等につ

いての理解を図り、健康で健全な食生活に関す
る知識や技能を身に付けるようにする。

（思考力・判断力・表現力等）
食生活や食の選択について、正しい知識・情

報に基づき、自ら管理したり判断したりできる能
力を養う。

（学びに向かう力・人間性等）
主体的に、自他の健康な食生活を実現しよう

とし、食や食文化、食料の生産等に関わる人々に
対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事
を通じた人間関係形成能力を養う。

図1　食に関する指導の目標

3　「食に関する指導に係る全体計画」の
作成の必要性と手順・内容

食に関する指導は、校長のリーダーシップの下、全
教職員が共通理解し、確実に実施するために、全体
計画を作成する必要があります。作成の手順は、ま
ず、児童生徒の実態を把握し、学校の食に関する指
導の目標や評価指標を設定します。次に、教科等横
断的な視点で、どの教科等でいつ、誰がどのように
指導を行うのか、日常の給食指導ではどのように行

文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課
食育調査官　清久　利和
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うのか、肥満などの個別指導等をどう行うのかを計
画します。また、食育推進組織や地場産物活用、家
庭・地域等との連携や、評価をどうするかについて計
画していきます。今回は、全体計画を全体計画①と
全体計画②の二つに分けて例示しています。全体計
画①では、目標や組織、家庭・地域との連携や評価
について記載し、全体計画②では、教科等横断的な
視点で、指導の内容を月ごとに、簡単に記載していく
ように示しています。

4　食に関する指導内容の三体系

三体系とは、「教科等における食に関する指導」
「給食の時間における食に関する指導」「個別的な
相談指導」です。それぞれの内容とともに、担任と
栄養教諭等の役割についても記載しています。「教
科等における食に関する指導」では、各教科等の特
質に応じた見方・考え方を働かせて、資質・能力を育
成するという目標を達成することを第一義とし、その
上で食育の視点を位置付けていきます。「給食の時
間における食に関する指導」では、食の準備から片
付けまでの一連の指導を行います。また、学校給食
の献立を通じて、食品の産地や栄養的な特徴に関す
る内容などを指導します。「個別的な相談指導」で

は、栄養教諭が栄養学等の専門知識に基づき中心
となって取り組んでいきます。栄養教諭を中核とし
た校内体制を整え組織的に対応していくことが大切
です。

5　食育の推進に対する評価

食育の推進に対する評価は、子供や子供を取り
巻く環境の変化の評価と活動（実施）状況の評価と
に分類できます。前者は、成果指標（アウトカム）の
評価といって、全体計画の作成時に設定した評価
指標の目標値を基準として取組による変化を評価
します。例えば、子供の肥満度などの健康診断結
果の変化や血液検査の変化、生活習慣病の有病者
予備群等の変化、体力向上や生活習慣の改善、意
識変化などがあります。後者は活動指標（アウトプッ
ト）の評価といい 、学校における食育の取組状況
等に対して評価します。食育指導実施率、食育指
導の継続率、親子給食の回数、食育研修の回数な
どがあります。成果指標（アウトカム）と活動指標（ア
ウトプット）の両方を設定し、次の食育計画の改善
を目的として、総合的な評価につなげることが重要
です。

現状値 目標値 実績値 評　価 備考（取組状況や
参考となる事項等）

食に関する知識
の習得状況

食に関する知識
の改善状況

食習慣の状況
（朝食摂取、
食事内容等）

生活習慣の状況
（睡眠時間、排
便習慣等）

知識テストや授業等による知
識の習得状況など

食育に「関心がある」と回答し
た割合

「朝食をとることは大切であ
る」と回答した割合

朝食を「毎日食べる」と回答し
た割合

「栄養バランスを考えた食事を
とっている」と回答した割合

朝食又は夕食を家族と一緒
に食べる「共食」の回数

睡眠時間を●時間以上確保
できている割合

－

●%

●%

●%

●%

●%

●%

－

●%

●%

●%

●%

●%

●%

－

●%

●%

●%

●%

●%

●%

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

成果指標（アウトカム）の例

学校の実情に
応じて段階別
評価を行うか
否かを検討し
ます。

図2　成果指標（アウトカム）の例
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名誉会長 顧問 相談役
田
たなか

中　　信
のぶ

小
こばやし

林　町
まち

子
こ

市
い ち ば

場　祥
さち

子
こ

監　事 監　事 会　長 （西部ブロック・島根県）

村
む ら い

井　栄
え い こ

子 森
もり

　順
じゅんこ

子 長
なが

島
しま

　美
み

保
ほ

子
こ

 担当：総務･運営部、研究部、渉外部
また、学校給食の仕事ができることにとても幸福感いっぱい
です。

副会長 （中部ブロック・長野県） 副会長（東部ブロック・茨城県） 理事（北海道・青森県）

栁
やなぎさわ

沢　幸
ゆき

子
こ

 担当：総務･運営部、研修部 小
お の せ

野瀬　尋
ひ ろ こ

子 担当：総務･運営部、研究部、研修部 小
こ じ ま

島　良
りょうこ

子 担当：研修部
研修に参加される皆様のお役に立てるよう、
笑顔で務めたいと思います。

理事（岩手県、秋田県、宮城県、山形県） 理事（福島県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県） 理事（埼玉県）

本
もとはし

橋　由
よ し え

江 担当：渉外部 村
むらやま

山　佳
よ し こ

子 担当：研究部 今
いま

井
い

　ゆかり 担当：研修部・部長

「新たな出会い」と「初めての挑戦」に感謝し，笑顔で努めます！ 理事をさせていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

理事 （千葉県） 理事（東京都、神奈川県） 理事（富山県、石川県、福井県、岐阜県）

白
しら

鳥
とり

　友
ゆ

美
み

子
こ

 担当：渉外部・部長 島
しまさき

﨑　聡
さ と こ

子 担当：研究部 臼
うすだ

田　典
の り こ

子 担当：研修部
微力ですが、お役に立てるようがんばります。
よろしくお願いします。

理事（山梨県、長野県、静岡県） 理事（愛知県） 理事（滋賀県、三重県、京都府、大阪府）

池
いけ

島
じま

　千
ち

恵
え

子
こ

 担当：総務･運営部・部長 古
こばやし

林　郁
い く こ

子 担当：研究部 山
やまにし

西　奈
な つ こ

津子 担当：研修部
栄養教諭資質向上のための一助となるよう、努めてまいりま
す。

皆さまと一緒に向上していけるよう頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

理事（兵庫県、奈良県、和歌山県） 理事（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県） 理事（徳島県、香川県、愛媛県、高知県）

上
かみむら

村　庸
の ぶ え

江 担当：渉外部 宮
みやざき

﨑　紀
の り こ

子 担当：総務・運営部 武
たけかた

方　美
み ゆ き

由紀 担当：研究部・部長
週末の夫とのウオーキングがマイブーム。「救給シリーズ」の
地域への啓発にも努めます。

諸先輩方を見習い、役職を努めてまいります。どうぞよろしく
お願いします。

理事（福岡県） 理事（長崎県、佐賀県、熊本県） 理事（大分県、宮﨑県、鹿児島県、沖縄県）

安
やすもり

森　葉
よ う こ

子 担当部：渉外部 松
ま つ お

尾　奨
しょうこ

子 担当：研修部 阿
あ べ

部　睦
む つ み

未 担当部：研究部
子供達の健康を考え、努めて参ります。よろしく
お願い致します。

新しく理事になった大分県の阿部睦未です。精一杯務めます
ので、よろしくお願いいたします。

役員紹介　　令和の新時代を新体制で出発！！
今年度6月の定時総会において、理事19名、監事2名の選任が行われました。

第2回理事会において、会長に長島美保子、副会長に栁沢幸子、小野瀬尋子が選任されました。さらに、4部
の各担当が決まり、新しい組織でスタートしました。なお、新役員の方から就任の一言をいただきました。

名誉会長・顧問相談役

会 長 副 会 長

事務局長

総務・運営部

研　究　部

研　修　部

渉　外　部

会計係 庶務係 事業係
検討委員会

総務委員会

都
道
府
県
代
表
者
会

都
道
府
県
会
員

理

　事

　会

●
収
入
支
出

●
予
算
決
算

●
契
約
に
関
す
る
こ
と

●
物
品
の
調
達

●
運
営
部
と
の
連
携

●
会
議
に
関
す
る
こ
と

●
会
員
に
関
す
る
こ
と

●
人
事
に
関
す
る
こ
と

●
文
書
の
受
付
・
発
送

●
公
印
に
関
す
る
こ
と

●
栄
養
教
諭
免
許
状

　更
新
講
習
会

●総会、理事会、都道府県代表者会の計画・運営に関すること。
●会員、賛助会員に関すること。
●事業計画、事業報告、予算、決算に関すること。
●情報公開に関すること。
●「検討委員会」に関すること。
●全国大会の実施、参加
●関係団体への協力
●HPの運用
●児童生徒の健康増進及び食育推進に関する調査研究
●栄養・衛生・安全管理の徹底を図る事業
●食育推進の人材育成を図る知識・技能修得のための講習会等の開催
ア　講習会（企画、日程、講師等）
イ　研修会

●研究推進助成事業
●機関誌「（公社）全国学校栄養士協議会報」の発行
●学校給食用食品の研究・開発（調理講習会等）
●学校給食の振興に関する調査研究

●組織運営
●事業計画、事業報告、予算、決算
●全国大会、総会、理事会、都道府県代表者会の計画・運営
●他団体との連携事業

栄養教諭のためのカリキュラム検討委員会

・研究部
・研修部　との連携
・渉外部

●組織図
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総務・運営部は、会の運営に関する事項全般を所
管します。

・総会、理事会、都道府県代表者会の運営
・事業推進、予算、決算
・全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会の主催
（文部科学省と共催）

・各種検討委員会の運営
・関係団体への協力
・ホームページの開設運用

1　第46回定時総会
6月7日（金）、定時総会が行われ、平成30年度事業

及び収支決算の報告、令和2年度正会員・賛助会員
の入会金及び会費の件、理事の選任等について審
議、すべて承認されました。

2　第60回全国栄養教諭・学校栄養職員研究
大会

8月7日（水）8日（木）、岐阜県岐阜市において、文部
科学省、開催地の教育委員会とともに、学校におけ
る食育推進・栄養教諭・学校栄養職員の資質向上に
向けて研究協議を行う全国大会を主催しました。

3　栄養教諭のためのカリキュラム検討委員会
平成30年度は、食の指導書「新しい食育　給食

時間の指導」を作成・配布しました。

今年度は第2編を作成し
ます。教科等と連携した給
食時間における指導方法も
掲載予定です。

4　食育月間事業
第14回食育推進全国大会

（山梨県甲府市：6月29日～
6月30日）に参加をはじめ、国の施策や他団体と連携
して食育活動を行っています。

5　関係団体への協力
春のキッズフェスタ（「早寝早起き朝ごはん」全国

協議会開催：5月18日）に参加し、ワークショップと
パネル展示、啓発資料の配布を行いました。（秋の
キッズフェスタは10月26日開催予定）

6　ホームページの充実
（http://www.zengakuei.or.jp）
本会事業の紹介や調査研

究 結 果 等を開 示しています。
会員専用のページのパスワード
は、平成29年7月1日より変更に
なりました。ご不明な点は、代
表者にお問い合わせください。

研究部は、児童生徒の健康増進及び食育推進に
関する調査研究と栄養・衛生・安全管理の徹底を図
る事業を担当しています。

１　食育推進実態調査
昨年度は、第３次食育推進基本計画における目標

と具体的な目標値を基に、食育推進実態調査の様
式を作成しました。今年度は、調査を実施するとと
もに報告書を作成します。

児童生徒に対する食に関する指導の実践の結
果として「どのような指標」を「どのように評価」す
るのか…という視点で、全国的に、また各学校に
おける食育の取組を検証する資料になればと考え
ています。

2　研究授業方式による衛生管理研究会
各都道府県で取り組んだ衛生管理研究会の事例

の中から、参考になる取組を紹介します。全国の給
食調理場で工夫されている衛生管理の実際を各施
設の衛生管理の徹底・向上にお役立てください。

研究部

総務・運営部

新しい食育　給食時間の指導
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研修部

研修部は、会員のための各種研修会の運営を行っ
ています。

1 学校給食夏季講習会
毎年7月に行っている本研修会は今年度に第55回

を迎え、全国から128名が参加しました。
研修内容は、栄養教諭・学校栄養職員の役割、学

校給食衛生管理、食物アレルギー対応、食育の授業
評価、栄養士が注意すべき著作権と多岐にわたる
内容でした。

また、小学校、中学校、共同調理場、特別支援学
校等で規模別にわかれ、「食に関する指導の全体
計画」についてグループ討議を行いました。

2 栄養教諭免許状更新講習会
本年度は9月14日から16日まで3日間にわたって開

催します。この講習会では栄養教諭免許状更新に
必要な選択領域18時間の単位を取得することが出
来ます。

3 食育推進講習会キャリアコース
昨年度より始まったミドルリーダーを対象とした講

習会です。本年度は10月11日から13日まで、11月15
日から17日までの各々3日間の2回の開催を予定して
います。

昨年度の参加者からデータ解析の実習時間が
もっとほしいとのお声をいただき、今年度はデータ
解析・演習を中心に論文のまとめ方を学びます。最
終日には発表を行い、講師の先生より指導講評を
いただきます。

4 食育推進講習会一般コース
11月1日から3日まで、11月29日から12月1日までの

3日間の2回の開催を予定しています。最新の情報に
ついて学ぶことが出来ます。

グループワークでは、本協議会の「新しい食育 小
学校編、中学校編」を活用して指導案を作成し、模
擬授業を行い、講師の先生より指導をいただきます。

5 研究推進助成事業
食育に関する研究を行うグループに10万円の助成

を行っています。助成を受けたグループの研究成果
はこの会報の紙面にて発表しています。

渉外部は、機関誌の発行と学校給食用食品の研究
開発、食育活動集の作成を担当しています。

1 機関誌「公益社団法人　全国学校栄養士
協議会報」の発行
年2回、8月と2月に発行しています。本協議会の活

動報告、各種大会の案内や報告、有識者の先生方
からいただいた原稿、都道府県だより等をお届けし
ます。

2 学校給食用食品の研究開発
（1）災害時における非常食の開発

ライフラインが途絶えた中で救援物資が届くまで
の「いのちをつなぐ」非常食として、「救給カレー」「救
給根菜汁」「救給コーンポタージュ（玄米入り）」「救
給五目ごはん（もち玄米入り）」を開発しました。自
然災害だけでなく、不測の事態や防災教育にも活用

されています。
（2）全学栄製品及び全学栄すいせん製品の選定と

献立研究
既存の全学栄製品などの紹介や改善検討、開発

などを行っています。

3 学校給食週間行事の推進
全国で行われている食育活動を収集し事例集を

作成します。

渉外部
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～記念品のお知らせ～

①トートバック	 （1,500円）
②スポーツ栄養レシピ集CD	（1,000円）
③クリアファイル３枚組	 （600円）
④クリップファイルA4	 （1,000円）
⑤もつかれ氏ふせん	 （400円）
⑥烏山和紙ひとこと箋セット	 （300円）

栃木県には、世界遺産に登録された「日光の社寺」
をはじめとする観光地や歴史ある温泉地のほか、い
ちごや餃子など美味しいものがいっぱいあります。
2020年の夏は「栃木2020」栃木大会にぜひお越しく
ださい。心よりお待ち申し上げます。

第61回 全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会（栃木県）の案内

第14回食育推進全国大会 in やまなし 出展報告
食がつなぐ人と未来

～健康寿命日本一の富士の国やまなしから全国へ～

いよいよ来年は「東京2020」。1964年以来56年ぶ
りに東京でオリンピックが開催されます。その記念
すべき年の第61回全国栄養教諭・学校栄養職員研
究大会は、2020年７月30日（木）～ 31日（金）の2日間、
栃木県宇都宮市において開催されます。

会場は、栃木県庁前に位置する「栃木県総合文化
センター」です。現在、会場となります栃木県総合文
化センターは、2020年3月31日まで大規模改修工事を
行っており、大会当日には装いを新たにして、みなさまの
お越しをお待ちしております。

開催にあたり、 
あると便利なアイ
テムを記念品とし
て準備いたしまし
たので、ご協力を
お願いいたしま
す。

＊記念品の詳細・問い合わせや申し込みは、各都
道府県代表者にお願いします。

第14回食育推進全国大会が、6月29日（土）30日
（日）に山梨県甲府市のアイメッセにおいて開催され
ました。台風が心配される不安定な天候の中、２日
間で2万1,500人（サブ会場の来場者も含む）が訪れま
した。

1．本会の取組
メインテーマ

《子どもたちの食育の充実を目指して》
① 栄養クイズ

恒例の食品カードを使ったクイズを実施しま
した。「クイズに答えて金メダルをもらおう！」と
いう言 葉に子どもたちは
興味津々で、終了時に首
にかけてもらったときは
満面の笑みがこぼれてい
ました。

② 掲示や展示
都道府県別給食実施率や朝食の重要性など

が掲示されていました。山梨県でも朝食摂取
率を上げることが大きな課題になっています。
また、本県のＯＢも開発に大きく関わった救給
カレー等の非常食の展示も来場者の興味を引
いていました。
③ 資料配布

私たちにも役立つ、たくさんの朝食に関する
資料を配布しました。

2．県公立学校食育推進研究会の取組
地域ごとの食育活動の

様子を掲示資料にまとめま
した。

真剣に考える子ども達 地域の特色満載の資料

山梨県代表　雨宮　禎子
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的に利用するようになりました。今後は年間を通し
て地場産物を活用できるよう、関係機関と連携を図
るなど取組を進めていきたいと考えております。

また、本県は肥満傾向児童の出現率が全国平均よ
り高い傾向にあり、肥満予防・対策は喫緊の課題で
す。そこで、望ましい食習慣を形成させるために「カ
ミカミ給食」を行うなど、地域、家庭とともに生活
習慣の改善を図っているところです。

様々な課題を解決するためにも会員の資質向上を
図りながら学校給食の更なる振興と食育を推進して
いまいります。

岩手県代表　大石　祥
さちこ

子

岩手県学校栄養士協議会の取組
岩手県学校栄養士協議会では、県内を 10地区に

分け、地区ごとに授業研究会、調査研究、衛生管理
研究会等に取り組んでいます。授業研究会では、家
庭科や学級活動等、栄養教諭の専門性を活かした授
業を行い、指導主事の助言をいただきながら授業力
の向上を図っています。また、県全体の取組として、
最新の情報について県教委からの講義を中心とした
研修会を開催するとともに、地区ごとの取組の発表
の場として 12月に研究大会を開催しています。

各地区で行っている調査のうち、県産品利用状
況調査では、毎年 6・11月の第 3週に使用する食品
数の割合を調査しています。平成 29年度は県内産
40.9％、国内産 89.7％であり、高い値を示しています。
この調査を実施し始めて 3年ですが、県産品を意識

鳥取県は、青く澄み渡る日本海、白砂の鳥取砂丘、
緑豊かな大山などの自然に囲まれています。四季の
移り変わりも鮮やかで、松葉ガニをはじめ、二十世
紀梨、砂丘らっきょうなど、海の幸山の幸に恵まれ
ています。鳥取県が誕生した 9月 12日は「とっとり
県民の日」と制定され、ふるさとについての理解を
深め、ふるさとを愛する心を育てる日とされていま
す。この日にあわせ、県下一斉に鳥取県の魅力がつ
まった給食を提供し、全会員が児童生徒へ食に関す
る指導を実施するとともに、食育だよりや献立表で
家庭へ啓発する取組を行っています。

また、近年は、会員を対象とした調理講習会でジ
ビエ料理を実習・試食し、県内の HACCP 適合施設
で加工された鹿や猪を「とっとりジビエ」として学
校給食で活用する等、ジビエを県内へ広める取組も

行っています。豊かな食材を、毎日の給食で「生き
た教材」として提供することで、児童生徒がふるさ
とを大切にする心や自然の恵みへの感謝の心を育む
よう食育に取り組んでいます。学校給食での県産品
利用率は 70％（44品目重量ベース）を達成しており、
地元の食材を生かした美味しくて安全安心な学校給
食を実施しています。

本会の研究委員会では、全会員の資質向上を目指
して、学校での食育推進のための教材開発や指導内
容の工夫についての検討を継続して行っています。
全会員が協力し合い児童生徒が生涯にわたって健康
な生活が送れるように、日々研鑽を重ねていきたい
と考えています。

鳥取県代表　池田　和子

9月12日は「とっとり県民の日」

平成から令和を迎え、福井県の研究会の名称も今
年度変わりました。会員一人一人の考えを互いに理
解し、県民に広く栄養教諭の取組を発信したいとい
う願いから「福井県栄養教諭等研究会」になりました。
研究会は、地域性のある 5つのブロックと特別支援
ブロックの計 6ブロックから構成され、ブロックごと
に毎年研究テーマを設定し取り組んでいます。さら
にブロックを解いて活動する組織として、栄養教諭
部会があります。授業研究班、衛生献立研究班、調
査広報研究班の 3つで、研究授業や食育教材の開発、
特色ある献立の取組と地場産献立の評価、ホームペー
ジ作成とデータ解析等に取り組んでいます。

新しい年に新しい名称でこれからも、会員全員の
資質向上を図るための研修会を開催し、児童生徒へ

の指導につなげていきたいと思います。

アイアン献立
歯ッピー献立

ふるさと献立

研究会キャラクター「カニリュウくん」
福井県の特色ある学校給食献立紹介で活躍してい
ます。

福井県代表　増田　麻里子

令和とともに
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